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日韓中貿易構造の変容：貿易全体と鉄鋼














































































年 日→韓 韓→日 貿易額 日本側
　 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 貿易黒字
1992 19,458 　 11,601 　 31,058 　 7,857
1993 20,016 2.9 11,566 －0.3 31,581 1.7 8,450
1994 25,390 26.9 13,525 16.9 38,915 23.2 11,865
1995 32,606 28.4 17,051 26.1 49,658 27.6 15,555
1996 31,449 －3.6 15,770 －7.5 47,219 －4.9 15,678
1997 27,907 －11.3 14,771 －6.3 42,678 －9.6 13,136
1998 16,840 －39.7 12,238 －17.2 29,078 －31.9 4,603
1999 24,142 43.4 15,862 29.6 40,004 37.6 8,280
2000 31,828 31.8 20,466 29.0 52,294 30.7 11,362
2001 26,633 －16.3 16,506 －19.4 43,139 －17.5 10,128
2002 29,856 12.1 15,143 －8.3 44,999 4.3 14,713
2003 36,313 21.6 17,276 14.1 53,589 19.1 19,037
2004 46,144 27.1 21,701 25.6 67,846 26.6 24,443
2005 48,403 4.9 24,027 10.7 72,431 6.8 24,376
2006 51,926 7.3 26,534 10.4 78,460 8.3 25,392
2007 56,250 8.3 26,370 －0.6 82,620 5.3 29,880
2008 60,956 8.4 28,252 7.1 89,209 8.0 32,704
2009 49,428 －18.9 21,771 －22.9 71,198 －20.2 27,657
2010 64,296 30.1 28,176 29.4 92,472 29.9 36,120
2011 68,320 6.3 39,680 40.8 108,000 16.8 28,640
2012 64,363 －5.8 38,796 －2.2 103,159 －4.5 25,567










































































































































































































韓→中 中→韓 貿易額 韓国側
貿易黒字金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率
1992 2,654 　 3,725 　 6,379 　 －1,071
1993 5,152 94.1 3,929 5.5 9,081 42.4 1,223
1994 6,212 20.6 5,463 39.0 11,675 28.6 749
1995 9,161 47.5 7,401 35.5 16,562 41.9 1,760
1996 11,394 24.4 8,539 15.4 19,933 20.4 2,856
1997 13,572 19.1 10,117 18.5 23,689 18.8 3,456
1998 11,944 －12.0 6,484 －35.9 18,428 －22.2 5,460
1999 13,685 14.6 8,867 36.7 22,551 22.4 4,818
2000 18,455 34.9 12,799 44.3 31,253 38.6 5,656
2001 18,190 －1.4 13,303 3.9 31,493 0.8 4,888
2002 23,754 30.6 17,400 30.8 41,153 30.7 6,354
2003 35,110 47.8 21,909 25.9 57,019 38.6 13,201
2004 49,763 41.7 29,585 35.0 79,348 39.2 20,178
2005 61,915 24.4 38,648 30.6 100,563 26.7 23,267
2006 69,459 12.2 48,557 25.6 118,016 17.4 20,903
2007 81,985 18.0 63,028 29.8 145,013 22.9 18,957
2008 91,389 11.5 76,930 22.1 168,319 16.1 14,459
2009 86,703 －5.1 54,246 －29.5 140,949 －16.3 32,457
2010 116,838 34.8 71,574 31.9 188,411 33.7 45,264
2011 134,185 14.8 86,432 20.8 220,617 17.1 47,753
2012 134,323 0.1 80,785 －6.5 215,107 －2.5 53,538



































































































































































































































中→日 日→中 貿易額 中国側
金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 貿易黒字
1992 16,953 　 11,949 　 28,902 　 5,004
1993 20,565 21.3 17,273 44.6 37,838 30.9 3,292
1994 27,566 34.0 18,682 8.2 46,248 22.2 8,884
1995 35,922 30.3 21,931 17.4 57,853 25.1 13,991
1996 40,550 12.9 21,890 －0.2 62,440 7.9 18,660
1997 42,066 3.7 21,785 －0.5 63,851 2.3 20,281
1998 36,896 －12.3 20,022 －8.1 56,917 －10.9 16,874
1999 42,880 16.2 23,336 16.6 66,216 16.3 19,545
2000 55,303 29.0 30,428 30.4 85,731 29.5 24,876
2001 58,105 5.1 31,091 2.2 89,195 4.0 27,014
2002 61,692 6.2 39,866 28.2 101,557 13.9 21,826
2003 75,193 21.9 57,219 43.5 132,412 30.4 17,974
2004 94,227 25.3 73,818 29.0 168,045 26.9 20,409
2005 109,105 15.8 80,340 8.8 189,445 12.7 28,765
2006 118,516 8.6 92,852 15.6 211,368 11.6 25,665
2007 127,644 7.7 109,060 17.5 236,704 12.0 18,583
2008 142,337 11.5 124,035 13.7 266,372 12.5 18,302
2009 122,545 －13.9 109,630 －11.6 232,176 －12.8 12,915
2010 152,801 24.7 149,086 36.0 301,887 30.0 3,714
2011 183,487 20.1 161,467 8.3 344,955 14.3 22,020
2012 189,048 3.0 144,678 －10.4 333,726 －3.3 44,370
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
日韓間 9,067 11,142 10,941 11,305 10,577 11,375 12,470 12,125 11,742 13,758 12,552 12,163　 22.9 ▲1.8 3.3 ▲6.4 7.5 9.6 ▲2.8 ▲3.2 17.2 ▲8.8 ▲3.1
日中間 6,685 8,855 8,977 9,853 9,231 9,380 9,063 9,145 7,856 9,691 8,884 7,900　 32.5 1.4 9.8 ▲6.3 1.6 ▲3.4 0.9 ▲14.1 23.4 ▲8.3 ▲11.1




















年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
日→韓 6,538 9,198 8,978 8,952 7,738 8,758 9,591 9,282 9,830 10,963 8,853 8,214　 40.7 ▲2.4 ▲0.3 ▲13.6 13.2 9.5 ▲3.2 5.9 11.5 ▲19.2 ▲7.2
韓→日 2,529 1,943 1,963 2,352 2,839 2,617 2,879 2,843 1,913 2,795 3,699 3,949　 ▲23.2 1 19.8 20.7 ▲7.8 10 ▲1.2 ▲32.7 46.1 32.3 6.8
日→中 5,931 8,074 7,643 8,078 6,656 7,056 7,068 7,266 7,023 8,225 7,375 6,471　 36.1 ▲5.3 5.7 ▲17.6 6 0.2 2.8 ▲3.3 17.1 ▲10.3 ▲12.3
中→日 754 781 1,334 1,776 2,575 2,324 1,995 1,878 833 1,466 1,509 1,429　 3.6 70.8 33.1 45 ▲9.8 ▲14.2 ▲5.8 ▲55.7 76 3 ▲5.3
韓→中 3,849 3,554 5,573 5,004 4,707 3,984 3,817 3,642 4,976 4,490 4,673 4,252　 ▲7.7 56.8 ▲10.2 ▲5.9 ▲15.4 ▲4.2 ▲4.6 36.6 ▲9.8 4.1 ▲9.0









































































































































品種 2001年 2010年 2012年韓→中 中→韓 韓→中 中→韓 韓→中 中→韓
低付加
価値
形鋼 85 88 62 675 103 985
棒鋼 147 46 262 970 51 1,001
線材 94 42 134 724 78 1,104
厚板 139 180 505 2,211 658 1,700
熱延鋼板 386 300 244 2,327 306 2,064
合計 851 656 1,207 6,907 1,195 6,853
高付加
価値
冷延鋼板 1,048 0 1,285 132 1,231 355
亜鉛めっき鋼板 407 0 816 316 849 546
合計 1,455 0 2,101 447 2,080 902
その他 1,543 1,041 1,182 1,639 977 2,742





















































































































































































































品種 2001年 2010年 2012年日→韓 韓→日 日→韓 韓→日 日→韓 韓→日
低付加
価値
形鋼 367 25 488 42 449 35
棒鋼 158 21 460 46 345 65
線材 267 48 426 95 371 101
厚板 672 271 1,881 142 1,585 450
熱延鋼板 3,031 868 3,466 868 2,089 1,077
合計 4,496 1,232 6,722 1,193 4,839 1,729
高付加
価値
冷延鋼板 64 580 177 613 123 722
亜鉛めっき鋼板 204 253 371 349 454 468
合計 268 833 547 962 577 1,191
その他 1,773 464 3,694 640 2,797 1,030


































































































































































































































品種 2001年 2010年 2012年日→中 中→日 日→中 中→日 日→中 中→日
低付加
価値
形鋼 239 3 115 33 104 25
棒鋼 82 1 233 34 212 63
線材 209 0 336 229 252 338
厚板 301 71 885 55 718 42
熱延鋼板 370 61 674 195 636 85
合計 1,202 136 2,243 545 1,922 552
高付加
価値
冷延鋼板 1,146 1 1,519 71 1,108 78
亜鉛めっき鋼板 1,158 0 1,949 27 1,144 37
合計 2,304 1 3,467 98 2,252 116
その他 2,425 617 2,515 823 2,297 762
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〈図23〉「中→日」鉄鋼貿易の主要品目別の数量㊤、構成比㊦の推移
（表８から筆者作成）
３－６．小括
　日韓中３国間の鉄鋼貿易の動向をまとめると、基本的に日本が対韓、対中と
－ 34 －
も出超、中国は対日で入超、対韓で出超、韓国は対日、対中とも入超である。
現状では日本が３国間で優位性を保っているが、貿易量では2005年から韓中間
が日韓間を抜いて最大となり、日中間が最小となっている。特に中国の対韓輸
出が飛躍的に伸びており、2012年の実績は2001年の6.2倍となった。次いで中
国の対日輸出が1.9倍、韓国の対日輸出が1.6倍、日本の対韓輸出が1.3倍、韓国
の対中輸出と日本の対中輸出が1.1倍である。
2000年代以降の最大のエポックは2010年の韓国・現代製鉄の生産開始であ
る。この結果、日本の対韓輸出は2010年から2012年の２年間で25.1％減少した。
この２年の間続いた超円高も大きな影響を与えた。日系需要家の中国への生産
シフトが加速し、鉄鋼メーカーによる冷延鋼板、亜鉛めっき鋼板の中国への生
産シフトも進んだ結果、高付加価値品（冷延鋼板、亜鉛めっき鋼板）の対中輸
出も2010～2012年の２年間に35.0％減少した。
４．結論
　本稿ではまず、日韓中３国間の貿易構造全体について検証した。その結果、
３国は「日本が韓国に対して出超（韓国が日本に対して入超）、韓国が中国に
対して出超（中国が韓国に対して入超）、中国が日本に対して入超（日本が中
国に対して入超）」という三つ巴の相互依存関係を維持しているものの、2010
年代に入って、韓中貿易が急拡大する一方、日中貿易は縮小しており、2016年
までに韓中貿易が日中貿易を抜いて３国間で最大になる可能性が高まっている
ことがわかった。日韓貿易は日本が得意とする中間財分野で韓国が急速に競争
力を高めており、日本の対韓輸出は縮小に向かっていることも確かめられた。
この結果、韓国の対中貿易黒字は2009年以降、日本の対韓貿易黒字を上回り、
その差を広げていることも検証した。中国の対日貿易黒字は2009年以降、韓国
の対中貿易黒字を大きく下回り、中国は対日貿易で稼ぐ外貨よりも対韓貿易で
失う外貨の方が大きいことも明らかにした。３国間貿易は日本ではなく「韓中」
を軸に回り始めている。
　次いで、代表的な中間財であり、基幹産業の１つである鉄鋼の貿易構造につ
いては、日本が対韓、対中とも出超で、中国は対日で入超、対韓で出超、韓国
－ 35 －
日韓中貿易構造の変容
は対日、対中とも入超であることを明らかにした。数字の上では日本が優位性
を保っているが、貿易量ではすでに2005年から韓中間が日韓間を抜いて最大
となり、日中間は最小であることも検証した。中国の対韓輸出の伸びが群を抜
いて大きいこともわかった。2010年の韓国・現代製鉄の生産開始と2010年～
2012年の超円高に伴い、日本の対韓輸出は減少に転じており、需要家や鉄鋼
メーカー自身の中国への生産シフトも加速した結果、対中輸出も大きく減少し
ていることも確認した。
５．今後の課題
　本稿は日韓中の統計データと日韓両国での関係者（実務家、研究者ら）への
インタビュー調査を中心に構成した。ただ、中国での現地調査は実現していな
い。今後の課題である。また、個別の貿易品目として、今回検証した鉄鋼に続
き、自動車部品、電子部品、食品などについても研究を継続し、後日、世に問
うことにしたい。
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